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第Ⅰ章  燃料電池市場の動向と展望 

 

１．燃料電池国内市場の現状と動向 

(1)燃料電池国内市場の概要と動向 

①燃料電池国内市場の動向 

 2009 年 1 月 28 日に東京ガス㈱、大阪ガス㈱、東邦ガス㈱、西部ガス㈱、新日本石油㈱、

アストモスエネルギー㈱の 6 社は、家庭用燃料電池「エネファーム」を世界に先駆けて販

売を行うと発表した。 
 今後は、国の見通しでもある 30 年に累計で 250 万台の普及（家庭用燃料電池を含む）

に向けて、販売を拡大していく。なお、09 年度は 6 社合計で 4 千台（弊社推定）を見込む。 
 弊社の予測によると、2020 年における燃料電池の国内市場（家庭用／小型（携帯機器用

含む）／自動車用／業務用を含む）は、5 千億円を超えると予測した。そのうち家庭用で

は 2020 年の市場規模を年間で 40 万台、価格を仮に１台 60 万円として、2,400 億円と推

定した。携帯機器を含む小型向けでは現在の二次電池の市場規模を基準として市場の約

3％が燃料電池に置き換わるとして年間で 120 億円とした。また自動車用には、環境対応

自動車に話題性があるにしても、未だ内燃機関車が主流と見られるため、年間で1 万 2 千

台と仮定して、2,700 億円とした。業務・産業用としては、固体高分子形、固体酸化物形、

リン酸形、溶融炭酸塩形燃料電池のタイプがあるが、総合して 250 億円と予測した。 
  燃料電池の特徴としては、水素ガスを供給する限り半永久的に電気を得られることであ

る。1960 年代に米国がジェミニ計画で燃料電池を宇宙船に搭載したのが最初の実用であっ

た。その後は、宇宙関係などの特殊な用途以外にはなかなか普及しなかったが、ここ数年

でこうした用途以外に期待される新しい分野が登場した。小型機器及び携帯電子機器、自

動車、家庭用コージェネレーションシステムである。 
  燃料電池の開発に関して、日本の製造業は強いポジションを保持している。燃料電池を

開発するには、総合技術が必要であるが、国内の大手製造業は幅広い事業領域（ドメイン）

を持っているために、北米ベンチャーと比較してその強みを発揮しやすい。例えば燃料電

池セルを設計するための電気化学分野、燃料を改質するための化学工学分野、発電システ

ムを実現するための電力制御分野という燃料電池システムを構成するための技術を１社の

総合電機メーカーが握っているなどである。 
  それから、燃料電池を構成する部品・材料技術が重要である。特に電子機器、自動車、

家庭用コージェネレーションはいずれもコンシューマー（一般顧客）向けの製品であり、

厳しいコストダウンなどが求められる。日本の製造業は、デジタル家電や自動車で高品質

で安価な部品材料の製造・加工技術を培ってきた。燃料電池の開発に当たっては、そうし

た技術やノウハウを注力する。こうして日本のモノ作りを支えてきた中小加工メーカーを

も巻き込んで、大手部品材料メーカー各社なども燃料電池の開発に乗り出している。そし

て難しいコストダウンを目指している。高価格ならば燃料電池市場が盛り上がらない。 

ishizawa
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燃料電池国内市場規模予測
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２．家庭用燃料電池関連企業の動向と戦略 

会  社  名 出光興産 株式会社                （5019） 

本社所在地 〒100-8312 東京都千代田区丸の内3-1-1           03-3213-3150 

売上構成/内容 石油製品 75％、石油化学製品・他 25％ 

業 績/資本金 5兆 900億円（2009年 3月期連結・見込）/ 1,086億円 

設 立/従業員 1940年 3月 / 7,600名（2009年 3月期連結見込） 

燃料電池販売 
2009年 7月販売予定（東芝燃料電池システム製） 

（アストモスエネルギー㈱ ：出光興産㈱51％出資） 

販売/担当部門 
新規事業推進室 ＦＣ事業グループ 

〒100-8312 東京都千代田区丸の内3-1-1           03-3213-3207 

研究/開発部門 
先端技術研究所（燃料電池） 

〒299-0293 千葉県袖ヶ浦市上泉1280          0438-75-2312 

燃料電池試作 

家庭用固体高分子形燃料電池（ＬＰガス型1ｋＷ級） 

（定置用燃料電池大規模実証事業 第1～4期） 

家庭用固体高分子形燃料電池（灯油改質型1ｋＷ級） 

業務用固体高分子形燃料電池（LPガス型1ｋＷ級） 

【開発動向】 

(1)ＬＰＧ型燃料電池システム販売 

出光興産が 51％出資するアストモスエネルギー㈱（本店：東京都千代田区丸の内 1-8-2） 
が、09 年 7 月より東芝燃料電池システム㈱のLPG 型燃料電池システムを販売する。発売

予定価格は 325 万 5 千円で、今後 5 年間で合計 5 千台の販売を目指していく。  
㈱コロナ（本社：新潟県三条市）と共同で開発した燃料処理装置を市販の灯油型燃料電

池システムに搭載するため、東芝燃料電池システムに技術協力を開始している。燃料処理

装置は、東芝燃料電池システムが09年度以降に生産する灯油型燃料電池システムに搭載。 
【製品仕様】 

・ＬＰガス型家庭用燃料電池システム  

（1）発電容量 ： 250～700Ｗ  
（2）本体サイズ ：燃料電池ユニット：895ｍｍ×890ｍｍ×300ｍｍ 104ｋｇ  
         貯湯ユニット：1,900ｍｍ×780ｍｍ×440ｍｍ  105ｋｇ 
（3）発電効率 ： 31％以上（ＨＨＶ：高位発熱量基準）  
（4）総合効率 ： 72％以上（ＨＨＶ）  
（5）貯湯タンク ：200 ㍑  
（6）燃料電池メーカー ：東芝燃料電池システム株式会社 
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